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一次脳卒中センターの分布図

974施設:2020年認定

急性期再開通療法の均霑化
The Japan Stroke Society

人口カバー率

98.9 %

一次脳卒中センターの分布図
●印で示す一次脳卒中センターから車で60分以内に到達可能な地域を
薄緑色で示した。北海道や本州中央部など未着色部の多くは山岳部で、
本図の状況で人口カバー率は98.9%に達する。

https://medical.nikkeibp.co.jp/leaf/mem/pub/report/t342/202007/566350.html
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ここはどこ？



県立二戸病院
県立久慈病院

県立宮古病院

県立中部病院

県立胆沢病院

県立磐井病院

岩手医大
県立中央病院
盛岡赤十字病院

合圏：県立大船渡病院

2021年



一次脳卒中センターの分布図: 2021年認定

急性期再開通療法の均霑化
The Japan Stroke Society

ここはどこ？
→空白２次医療圏
なし！！
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脳卒中センター 全国分布 (PSC)





急性期再開通療法の均霑化
The Japan Stroke Society

PSC coreの要件（抜粋）

・地域医療機関や救急隊からの要請に対して、24時間365日

脳卒中患者に対して機械的血栓回収療法可能

・脳血管内治療専門医＋血栓回収療法実施医：３名

・過去1年間の機械的血栓回収療法の治療件数：12例以上
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2021年度：県立中央病院

2022年度：上記＋岩手医大







脳卒中センターに整備



患者家族・医療者から
の相談に応じる





2021年度のミッション
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多職種は1000円で参加可能



2021年度のミッション
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日本では脳卒中の発症率あるいは

どういう治療をされて、

どういう結果になったのかの

全国的なデータはない。

あるのは死亡診断書からの各都道府県別

の死亡率のみ
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これだっていい加減！！



解決をするためには

全国統一の脳卒中発症登録が必要

電子カルテから自動抽出できる
システムの構築が必要

と学会から国に訴え続けている！！



岩手県は？









脳卒中学会で動画を作成

３月に一般公開予定



岩手県は？











国は研究に関しては現時点で

全くアイデアがない。

脳卒中学会との間でどういう研究

を行えばいいか検討中



岩手県は？



岩手医大と関連病院で
脳神経内科と脳神経外科

が協力して多くの脳卒中に関する
研究を継続中

23年間にわたり３００編を超える
脳卒中に

関する研究を英文で
世に送り出している
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